
　

今
か
ら
四
百
年
前
の
慶
長
六
（
一
六
〇
一
）
年
に

出
羽
五
十
七
万
石
の
大
大
名
と
な
っ
た
最
上
義
光

（
も
が
み
・
よ
し
あ
き
）
は
、
自
分
の
本
拠
地
と
し

て
、
山
形
城
と
城
下
町
を
造
っ
た
。
そ
の
規
模
は
、

平
城
と
し
て
は
全
国
有
数
で
、三
の
丸
は
東
西
一
、五

八
〇
㍍
、
南
北
二
、〇
九
〇
㍍
で
お
よ
そ
七
十
一
万

坪
の
広
さ
と
な
り
、
大
坂
城
に
匹
敵
す
る
（
国
指
定

史
跡　

山
形
城
跡
）。

「
斯
波
家
」
の
末
裔
と
し
て
の
誇
り

　

し
か
し
、
と
て
つ
も
な
い
こ
の
広
さ
に
は
疑
問
が

あ
る
。
三
の
丸
の
郭
内
に
、
藩
祖
で
あ
る
斯
波
兼
頼

（
し
ば
・
か
ね
よ
り
）
ゆ
か
り
の
寺
社
を
九
つ
も
取
り

込
ん
で
、
城
の
縄
張
り
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま

た
、
斯
波
以
前
か
ら
あ
っ
た 
名  
刹 
の
正
楽
寺
（ 
子 
の

め
い 
さ
つ 

ね

権
現
）と
勝
因
寺
も
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、

当
時
の
城
郭
建
設
の
手
法
と
し
て
は
特
例
で
あ
る
。

最
上
義
光
の
斯
波
兼
頼
に
対
す
る
深
い
敬
慕
の
念
の

表
れ
と
い
え
る
。
斯
波
兼
頼
以
来
の
城
と
城
下
町
の

外
縁
部
を
そ
の
ま
ま
取
り
囲
ん
で
、周
囲
六
・
五
㌔
㍍

の
堀
と
土
手
を
掘
り
、
三
の
丸
濠
と
し
た
。

　

清
和
源
氏
の
直
系
で
あ
る
足
利
家
と
同
族
で
あ
る

「
斯
波
家
」
の
末
裔
と
し
て
の
最
上
義
光
の
誇
り
が
、

こ
の
巨
大
な
城
郭
を
建
設
さ
せ
た
と
い
え
よ
う
。
ま

た
、
城
郭
の 
経  
始 （
設
計
）
や
寺
社
の
配
置
に
あ
た
っ

け
い 

し

て
、
風
水
や
陰
陽
道
に
基
づ
い
た
中
世
的
な
思
想
が

随
所
に
見
受
け
ら
れ
る
の
も
特
徴
で
あ
る
。

商
工
業
者
の
優
遇

　

商
工
業
の
振
興
は
、
城
下
の
繁
栄
に
つ
な
が
る
こ

と
か
ら
、
最
上
義
光
は
、
城
下
の
町
割
に
あ
た
っ
て
、

羽
州
街
道
沿
い
に
、「
市
日
」
の
つ
く
町
を
商
人
町
と

し
て
き
ち
ん
と
位
置
づ
け
た
。
南
か
ら
五
日
町
、
八

日
町
、
十
日
町
、
七
日
町
、
六
日
町
、
四
日
町
と
し
、

脇
に
入
っ
た
二
日
町
、
笹
谷
街
道
沿
い
の
三
日
町
に

も
市
が
立
っ
た
の
で
、
一
と
九
を
除
い
て
、
山
形
城

下
の
北
部
、
中
央
部
、
南
部
の
ど
こ
か
で
毎
日
市
が

開
か
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
近
世
城
下
町
の
商
人

町
へ
と
変
わ
る
過
渡
期
に
あ
た
り
、
当
時
は
ま
だ
中

世
的
な
市
場
の
な
ご
り
が
あ
っ
た
こ
と
が
、
こ
れ
ら

の
町
名
か
ら
わ
か
る
。
近
江
商
人
を
は
じ
め
外
来
の

商
人
の
出
入
り
の
自
由
も
許
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
財

力
は
、
そ
の
後
の
紅
花
商
人
の
繁
栄
に
つ
な
が
っ
て

い
っ
た
。
ま
た
、
そ
の
当
時
、
質
屋
五
人
に
給
米
を

与
え
優
遇
し
て
い
た
こ
と
か
ら
も
、
経
済
活
動
が
活

発
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

最
上
義
光
は
、
城
下
町
の
繁
栄
に
免
税
の
措
置
を

し
て
い
た
。す
な
わ
ち
、 地  
子  
銭 （
家
を
借
り
た
り
、土

じ 

し 

せ
ん

地
を
借
り
た
り
す
る
時
に
支
払
う
借
り
料
）
を
免
除

し
て
い
た
。城
下
に
集
ま
っ
て
き
た
人
々
に
、年
貢
を

徴
収
し
な
い
で
、間
口
四
間
半
か
五
間
、奥
行
三
十
間

を
基
本
と
し
た
百
二
十
五
坪
か
ら
百
五
十
坪
の
土
地

を
分
譲
し
た
。
当
時
の
町
数
は

三
十
一
、
町
屋
敷
は
二
千
三
百

十
九
軒
半
で
人
口
一
九
、七
九

六
人
だ
っ
た
。
武
士
団
を
加
え

る
と
三
万
人
を
超
え
て
い
た
。

　

ま
た
、
多
く
の
職
人
衆
を
集

め
、
七
日
町
か
ら
十
日
町
の
東

側
に 
桶  
町 
や 
檜  
物  
町 
、
銀
町
、 
塗  
師  
町 
、 
蝋  
燭  
町 
、

お
け 
ま
ち 

ひ 

も
の 
ま
ち 

ぬ
り 

し 

ま
ち 

ろ
う 
そ
く 
ま
ち

材
木
町
な
ど
の
職
人
町
を
造
っ
た
。
火
を
取
り
扱
う

鍛
冶
や
鋳
物
の
職
人
は
、
馬
見
ケ
崎
川
の
北
部
に
住

ま
わ
せ
た
。
職
人
の
諸
役
を
御
免
と
し
、
人
足
役
も

免
除
し
「
御
免
町
」
と
し
て
優
遇
し
た
。

庄
内
と
内
陸
を
一
つ
に

　
「
庄
内
と
内
陸
を
一
つ
に
し
た
い
」と
い
う
最
上
義

光
の
夢
は
、
最
上
川
舟
運
に
よ
っ
て
実
現
し
た
。
碁

点
、
隼
、
三
ケ
瀬
の
三
難
所
を
開
削
し
、
船
町
、
大

石
田
、
清
水
の
河
岸
を
整
備
し
た
。
最
上
川
を
重
要

な
交
通
路
と
し
て
、
米
や
紅
花
、
青
そ
、
た
ば
こ
な

ど
を
運
び
、
京
都
・
大
坂
と
の
交
易
を
通
し
て
、
出

羽
の
特
産
物
を
全
国
の
流
通
ル
ー
ト
に
組
み
入
れ

た
。
酒
田
の
有
力
商
人
の
「
三
十
六
人
衆
」
が
味
方

に
な
り
、 
酒
田
湊 
も
大
い
に
繁
栄
し
た
。

さ
か
た
み
な
と

　

庄
内
平
野
に
田
畑
を
増
や
し
た
い
と
い
う
最
上
義

光
の
夢
は
、
北
楯
大 
堰 
、
因
幡
堰
、
青
龍
寺
川
の
分

せ
き

水
な
ど
に
よ
っ
て
実
現
し
た
。
日
本
一
の
穀
倉
地
帯

と
な
っ
た
庄
内
の
美
田
こ
そ
、
民
の
幸
せ
を
祈
っ
た

最
上
義
光
の
功
績
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
自
ら
の
隠
居

城
と
し
て
鶴
岡
城
を
造
っ
た
。
そ
れ
は
実
現
し
な

か
っ
た
が
、
そ
の
後
、
酒
井
家
十
四
万
石
の
城
下
町

と
し
て
繁
栄
し
た
。
山
形
の
方
は
、
明
治
九
年
に
統

一
山
形
県
の
県
都
と
し
て
再
び 
蘇 
っ
た
の
で
あ
る
。

よ
み
が
え

（
山
形
市
郷
土
館
・
山
形
市
）
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